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【要旨】現在は，科学技術が人々の日常生活と密接に結びついている時代である。ここまで科学技術に依

存した生活は人類史上いまだかつて存在しなかった。わたしたちの生活は科学技術の上に乗っていると

いっても過言ではない。しかしその反面，近年小中高校生の理科離れ，科学離れがとみに問題視されるよ

うになった。これは生活そのものの科学技術化を考えると由々しき事態であり，この状況を打破するため

の枠組みづくりと基礎研究をおこなうのが本研究である。科学の普及については，従来から理科教育や博

物館学，メディア論などで研究されてきたが，個別の領域を越えることが難しかった。そこで本研究では，

人間の知識獲得および伝達に関する基礎研究を個体レベルと集団レベルでおこない，知識伝達に合致した

ウェブ・ベースの教育手法を考案し，実際の科学館に適用することを目標とする。今回の申請にあたり異

なる研究対象を専門とする人間たちが協同して，はじめて科学教育，理科教育の問題に対する基礎から応

用までを検討できると考え，幅広い分野の専門家を集めた。 
 
Abstract. Today, science and technology (ST) are deeply integrated into daily life and society, more so than ever 
before. In fact, our daily lives depend completely on ST. However, several recent studies have revealed that many 
students have begun to lose interest in ST. Given the strong connection between society and ST, this is a serious 
situation; thus, this study attempts to devise a framework and carry out basic research to examine the situation. 
Many studies have been conducted in the areas of science education, museum studies, media studies, and 
science and technology studies (STS), but it has thus far been difficult to create interdisciplinary progress 
beyond the boundaries of each individual area. The goal of this project is to find the key(s) to creating effective, 
interdisciplinary strategies to popularize science. Thus, we plan to study the following areas: the mechanisms of 
human knowledge acquisition and the transmission of knowledge at the individual and the social levels; the 
development of web-based education methods; and adaptation of these findings to the work of science 
museums. The researchers conducting these studies come from several different areas of expertise, in order to 
translate these diverse issues from a basic understanding into the application of science education. 
 
 
１．研究目的 
 この研究の目的は，専門化のいちじるしい科

学の成果を，専門的な背景知識を持たない人々

に効果的に伝達する方法を，さまざまなレベル

で開発し，また開発するための研究体制を作る

方途を考察することである。近年とみに教育現

場では理科離れ・科学離れが危惧され，一方で

日常生活に続々と最先端科学技術の成果が流

入してくる潮流の中で科学技術リテラシーの

必要性が主張されてはきたが，実際の対策とし

ては個別分野での各論的な対処が中心となっ

ていた。それらの蓄積を活かしつつ，個人の新

奇知識の獲得を促すメカニズムと，知識伝達が

よりスムーズに促進される教育手法，とくにイ

ンターネットを使用した eラーニングの手法と，
社会的な組織や仕組みとして科学的専門知識

の流通を円滑にする方法と，領域横断的で総合

的な対処の枠組みを形成することが，本研究の
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目指すところである。 
 
２．研究経過 
 上記 3レベル──個人，教育現場，社会──
に対応して，個人の新規理論受け入れの認知メ

カニズムの解明（植田），学校教育などの場で

の科学情報伝達方法の開発（山内），科学コミュ

ニケーション活動の社会的展開（佐倉）を 3本
柱として，各レベルにおいて専門的知識情報を

円滑に流通させる手法の開発を目指した。プロ

ジェクト発足当初は日本科学未来館・科学技術

スペシャリストの三石祥子も参加し，科学館と

いう科学普及の現場での調査と効果的な方法

の開発を担当した。2年目から三石は職場が変
わったため，このプロジェクトには参加せず，

側面から科学館と大学との連携をサポートす

る体制とした。 
 植田が主として担当した個人レベルでの認

知科学的研究では，認知科学の先行研究で示唆

されている他者との協同が問題解決を促進す

る現象について，さらに影響する変数を確定す

るべく，ルール発見課題を用いた統制実験に

よって，メタなサジェスチョンが新しいアイデ

アの生成，すなわち仮説変更に及ぼす影響を検

討した。 
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 山内はアウェアネス研究の流れを応用し，e
ラーニング用インタラクティブストリーミン

グプレイヤー “iPlayer”を開発した。これは，
学習者が授業に対するフィードバックを視聴

中に行うことができ，また他の学習者のフィー

ドバックをアウェアネス情報として可視化す

るインタラクティブなシステムである。 
 佐倉が主として担当した社会レベルでの科

学コミュニケーション活動は，NPO市民科学研
究室および民間シンクタンク・ソシオエンジン

との連携プロジェクト「リビング・サイエンス」

を展開する形をとった。また，東京大学情報学

環と日本科学未来館との学術提携協約を締結

し，共同授業や交流研究会などを通して，アカ

デミアとミュージアムの連携体制を模索して

いる。 
 
３．研究成果 
 植田班は 90 名の大学生を対象に 2 種類の実
験をおこなった。実験１では，個人条件（18
名），自由協同条件（18組 36名），コンサルテー
ション型協同条件（18組 36名）の３条件に無

作為に割り当て，ルール帰納課題を解くよう求

めた。その結果，メタなサジェスチョンが仮説

変更を促進するという仮説は支持されなかっ

た。しかし，サジェスチョンの内容と課題遂行

者の思考状況とが不一致だったために「コンサ

ルテーション型協同条件」では，本来メタなサ

ジェスチョンがもっている効果が十分に現れ

なかった可能性も考えられた。そこで実験２で

は，「課題遂行役」の思考状態を吟味すること

で，このような効果が現れない条件を追加設定

し，実験１の各条件のパフォーマンスとの比較

を行った（図１参照）。その結果，協同するメ

ンバーの一方が具体的な提案を行うことなく，

もっぱらメタなサジェスチョンのみを行う状

況でも，パートナーの問題解決状況のモニタリ

ングが適切になされれば，仮説変更を促進する

力をもつことが示された。また，その促進効果

は，自由にアイデアを出し合っていくという協

同の形態と同程度であることも確認された。な

じみの薄い科学理論を受け入れることの必要

な状況でも，これらの実験結果からの示唆を役

立てることができるだろう。 

図 1 条件別最終ルールカテゴリ分布 
 
 
 山内らは，iPlayerの使用効果を評価し，授業
への集中度や eラーニングに対する満足度が向
上し，他の学習者との共同体意識も向上してい

ることが確認された。また，社会的存在感が共

同体意識や満足度と正の相関関係を持つこと

も示されており，iPlayerの利用は eラーニング
における学習者の共同体の醸成につながるも

のと考えられる。これらの効果は eラーニング
の課題としてあげられている学習の動機付け
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への課題に対する一提案になるだろう。 
 佐倉の「リビング・サイエンス・プロジェク

ト」は，日常生活と最先端科学技術の回路を作

ることを目的に，食のあり方や携帯電話をめぐ

る諸問題，科学館の現状と課題などを具体的な

テーマとして，社会連携しつつ問題群に迫る方

法論を模索してきた。また，カフェなどの公的

な場で科学技術に関する最先端の動向をレク

チャーし，聴衆と双方向的にコミュニケーショ

ンする「科学カフェ Café Scientifique」の試み
を実践すべく，本場イギリスでの実地調査と，

それを踏まえて下北沢での模擬的な試みとを

おこなった。これらの成果は，通常の学術雑誌

や専門学会などで発表される性質のものでは

ないので，末尾の論文リストには挙げてないが，

年 2ー3 回のフォーラムと，月刊『ソトコト』
の別冊小冊子（『チビコト』）2冊として発表し
たほか，佐倉統・古田ゆかり・リビングサイエ

ンスラボ『ほら，こんなところにも科学が！』

（ちくまプリマー新書，近刊）として出版され

る予定である。 
 
４．今後の課題と発展 
 植田班の研究については，課題理解を促進す

る効果のプロセスの詳細な検討が必要である。

また，「課題遂行役」と「相談役」という役割

を固定して実験をおこなったが，役割交替が新

たなアイデアの創出に貢献しているという先

行研究もあり，役割交替がもつ効果についても

検討を行っていく必要がある。さらに，領域知

識を必要としない課題を使ったが，今後は，領

域知識を必要とするようなより現実的な課題

でも，本研究で示されたメタなサジェスチョン

の効果が得られるかどうかを検討することが

必要である。 

 山内の評価実験では 1 回限りの利用であり，

実際の継続的利用の中でiPlayerが学習者に対

して，どのような影響をもたらすかが明らかで

はない。今後の課題として博物館などで実際に

運用されている e ラーニングシステムに

iPlayer を実装し，その中でどのような効果が

得られるのかを検証していく実践的な研究が

求められる。この研究を発展させていくことに

より，e ラーニングを利用する学習者に，より

高い満足とより良い学習をもたらすことを期

待したい。 

 佐倉の社会的活動については，個々の活動そ

のものは問題はないが，さらに大きな枠組みを

構築し，継続的な連携体制につなげいてくこと

が，必ずしも十分にはできていない。情報発信

の方法やコミュニティ維持の方法などに，さら

なる工夫が必要と考えている。 

 プロジェクト全般を通して，3 つのレベルの

連携を活性化していく作業の進捗が，各レベル

での活動の進度に比べてはかばかしくなかっ

た。これは，個人・教育・社会それぞれの領域

での研究だけでも十分な成果をあげるのが困

難だったということがもっとも大きな原因で

ある。すなわち，個別の領域で成果を出してい

くことと同時並行で連携知を生み出していく

というのは，かなり困難だということだ。 

 総合的な成果を産出することを目的のひと

つとしておきながらそれが十分に達成できな

かったというのは，このプロジェクトの成果と

しては不本意ということでもあるが，一方で，

連携知を目標とするためには最初から連携知

だけを目的にしてプロジェクト・デザインを組

むべきだということが分かったのは，大きな進

展だともいえる。以下のリストに示すように，

個別領域の成果はそれなりに生産できたと考

えているので，今後は連携知の具体的な展開を

目標として，今回積み残した課題に取り組んで

いきたい。 
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